
議案第59号

　令和元年度安曇野市の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ
による。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ52,000千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ42,216,000千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
　の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費）
第２条　地方自治法第213条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用
　することができる経費は、「第２表　繰越明許費」による。

（債務負担行為の補正）
第３条　債務負担行為の追加、変更は、「第３表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）
第４条　地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。

令和元年11月26日　　提出

　 安曇野市長　　宮澤　宗弘

令和元年度　安曇野市一般会計補正予算（第３号）
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第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入
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（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 市税 11,734,947 315,000 12,049,947

1 市民税 5,598,600 150,000 5,748,600

2 固定資産税 5,294,146 150,000 5,444,146

3 軽自動車税 314,200 15,000 329,200

15 国庫支出金 4,154,486 △3,816 4,150,670

1 国庫負担金 2,911,882 3,657 2,915,539

2 国庫補助金 1,210,191 △7,473 1,202,718

16 県支出金 2,324,459 19,196 2,343,655

1 県負担金 1,231,065 1,719 1,232,784

2 県補助金 814,985 14,489 829,474

3 県委託金 278,409 2,988 281,397

18 寄附金 305,877 2 305,879

1 寄附金 305,877 2 305,879

19 繰入金 1,967,914 △222,118 1,745,796

2 基金繰入金 1,967,664 △222,118 1,745,546

21 諸収入 1,390,092 △11,464 1,378,628

3 貸付金元利収入 960,700 1,067 961,767

5 雑入 413,314 △12,531 400,783

22 市債 5,143,691 △44,800 5,098,891

1 市債 5,143,691 △44,800 5,098,891

15,142,534 0 15,142,534補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 42,164,000 52,000 42,216,000



歳　出
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（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2 総務費 4,642,833 63,129 4,705,962

1 総務管理費 3,731,778 62,707 3,794,485

2 徴税費 558,019 △566 557,453

5 統計調査費 16,936 988 17,924

3 民生費 13,581,673 △11,848 13,569,825

1 社会福祉費 7,084,924 41,889 7,126,813

2 児童福祉費 5,657,392 △54,629 5,602,763

3 生活保護費 838,857 892 839,749

4 衛生費 3,941,326 △3,846 3,937,480

1 保健衛生費 1,180,318 △4,236 1,176,082

2 清掃費 2,413,046 390 2,413,436

6 農林水産業費 1,796,591 15,421 1,812,012

1 農業費 793,210 10,235 803,445

2 林業費 382,461 3,791 386,252

3 耕地費 620,568 1,395 621,963

7 商工費 1,666,802 △1,728 1,665,074

1 商工費 1,666,802 △1,728 1,665,074

8 土木費 5,801,210 △6,050 5,795,160

1 土木管理費 276,009 1,750 277,759

2 道路橋梁費 1,491,198 0 1,491,198

4 都市計画費 3,908,694 △7,800 3,900,894

9 消防費 1,485,996 △8,664 1,477,332

1 消防費 1,485,996 △8,664 1,477,332

10 教育費 3,535,103 5,586 3,540,689

1 教育総務費 839,254 1,196 840,450

2 小学校費 1,144,287 △1,278 1,143,009

3 中学校費 377,821 1,307 379,128

5 社会教育費 949,871 3,242 953,113

6 保健体育費 147,037 1,119 148,156

5,712,466 0 5,712,466補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 42,164,000 52,000 42,216,000



款 項

８ 土木費 ２ 道路橋梁費 24,011

第２表　繰越明許費

　(単位：千円）

事　　業　　名 金　　額

凍結防止剤散布車購入事業
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１　追加

２　変更

期　　間 期　　間

認定こども園給食調理業務 令和２年度まで
令和２年度から
令和６年度まで

第３表　債務負担行為補正

(単位：千円）

事　　　　　項 期　　　　間 限　度　額

基幹系システム更新に係る構築業務 令和２年度まで 16,338

たつみ認定こども園建設事業 令和２年度まで 47,154

指定管理による豊科農産物加工交流センター
管理業務

令和２年度から令和６年度まで 6,950

指定管理による豊科安曇野の里自然活用村施
設（あづみ野ガラス工房・あづみ野第２ガラ
ス工房）管理業務

令和２年度から令和４年度まで 34,500

178,053

限 度 額

890,265

指定管理による豊科安曇野の里自然活用村施
設（ビレッジ安曇野・プラザ安曇野１階東及
び２階・わさび田広場）管理業務

令和２年度から令和４年度まで 7,800

中村開田・小泉開田組合水利権移行に伴う反
復利用調査業務

令和２年度まで 1,320

舗装補修工事 令和２年度まで 53,000

　(単位：千円）

事　　　　　　項
補　正　前 補　正　後

備考
限 度 額

期間及び限
度額を見直
したため。

穂高幼稚園給食調理業務 令和２年度から令和６年度まで 34,650
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１　変更

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

旧合併特例事業債（民
生債）

485,700 証書借入

3.5％以内（た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる政府
資金及び地方
公共団体金融
機構資金につ
いて利率を見
直した後にお
いては、当該
見直し後の利
率）

　政府資金に
ついては、そ
の融資条件に
より、銀行その
他の場合は債
権者と協定す
るものによる。
　ただし、財政
その他の都合
により据置期
間及び償還期
限を短縮し、
又は繰上償還
もしくは低利に
借換えするこ
とができる。

440,900 補正前と同じ 補正前と同じ 補正前と同じ

第４表　地方債補正

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後
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議案第60号
 

　令和元年度安曇野市の国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、次に
定めるところによる。
　なお、平成31年度予算全体における元号の表示については、「令和」に統一
するものとする。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ90,223千円を追加し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ10,597,749千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
　補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

令和元年11月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

令和元年度　安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

3 県支出金 7,397,298 400 7,397,698

1 県補助金 7,397,297 400 7,397,697

5 繰入金 999,780 4,500 1,004,280

1 他会計繰入金 669,780 4,500 674,280

6 繰越金 70,000 22,752 92,752

1 繰越金 70,000 22,752 92,752

7 諸収入 38,397 62,571 100,968

6 雑入 2,785 62,571 65,356

2,002,051 0 2,002,051補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 10,507,526 90,223 10,597,749



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2 保険給付費 7,339,850 7,004 7,346,854

2 高額療養費 1,022,300 400 1,022,700

4 出産育児諸費 18,910 6,304 25,214

6 精神諸費 20,000 300 20,300

5 積立金 37,052 12,000 49,052

1 積立金 37,052 12,000 49,052

7 諸支出金 6,396 69,391 75,787

1 償還金利子及び還付加算金 6,396 69,391 75,787

8 予備費 2,312 1,828 4,140

1 予備費 2,312 1,828 4,140

3,121,916 0 3,121,916補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 10,507,526 90,223 10,597,749



議案第61号
 

　令和元年度安曇野市の介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定める
ところによる。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,514千円を追加し、歳入
　歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ9,570,417千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
　の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）
第２条　地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることが
　できる事項、期間及び限度額は、「第２表　債務負担行為」による。

令和元年11月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

令和元年度　安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

3 国庫支出金 2,118,580 136 2,118,716

2 国庫補助金 524,876 136 525,012

4 支払基金交付金 2,471,727 139 2,471,866

1 支払基金交付金 2,471,727 139 2,471,866

5 県支出金 1,319,316 69 1,319,385

2 県補助金 59,974 69 60,043

6 サービス収入 15,836 844 16,680

1 介護予防給付費収入 15,836 844 16,680

8 繰入金 1,436,557 326 1,436,883

1 一般会計繰入金 1,312,657 201 1,312,858

2 基金繰入金 123,900 125 124,025

2,206,887 0 2,206,887補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 9,568,903 1,514 9,570,417



歳　出
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（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 総務費 108,674 132 108,806

1 総務管理費 14,763 132 14,895

2 保険給付費 8,802,675 0 8,802,675

1 介護サービス等諸費 8,319,914 0 8,319,914

3 地域支援事業 427,175 538 427,713

1 介護予防事業 17,721 87 17,808

2 包括的支援事業・任意事業費 97,455 21 97,476

4 その他諸費 1,595 430 2,025

4 介護サービス事業

費

15,836 844 16,680

1 介護予防支援事業 15,836 844 16,680

214,543 0 214,543補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 9,568,903 1,514 9,570,417
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第２表 債務負担行為 

 （単位 千円） 
 

事     項 期     間 限 度 額 

安曇野市南部地域包括支援センター業務委託 令和２年度から令和６年度まで 105,000 

 



議案第62号
 

　令和元年度安曇野市の産業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）は、
次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）
第１条　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ13,212千円を減額し、
　歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ23,530千円とする。
２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに
　補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表　歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為）
第２条　地方自治法第214条の規定により債務を負担する行為をすることが
　できる事項、期間及び限度額は、「第２表　債務負担行為」による。

（地方債の補正）
第３条　地方債の変更は、「第３表　地方債補正」による。

令和元年11月26日　　提出

安曇野市長　　宮澤　宗弘

　

－1－

        令和元年度　安曇野市産業団地造成事業特別会計
        補正予算（第２号）



第　１　表 歳入歳出予算補正

歳　入

- 2 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

2 繰入金 611 88 699

1 他会計繰入金 611 88 699

4 市債 35,900 △13,300 22,600

1 市債 35,900 △13,300 22,600

231 0 231補　正　に　係　ら　な　い　　款 ・ 項

歳　　　　　　入　　　　　　合　　　　　　計 36,742 △13,212 23,530



歳　出

- 3 -

（単位 千円）

款 項 補正前の額 補　正　額 計

1 産業団地事業費 36,742 △13,212 23,530

1 産業団地事業費 36,742 △13,212 23,530

歳　　　　　　出　　　　　　合　　　　　　計 36,742 △13,212 23,530



第２表　債務負担行為

(単位：千円）

事　　　　　項 期　　　　間 限　度　額

あづみ野産業団地拡張事業実施設計業務 令和２年度まで 14,950
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１　変更

限度額 起債の方法 利　率 償還の方法 限度額 起債の方法 利　率 償還の方法

地域開発事業債 35,900 証書借入

3.5％以内（た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる政府
資金及び地方
公共団体金融
機構資金につ
いて利率を見
直した後にお
いては、当該
見直し後の利
率）

　政府資金に
ついては、そ
の融資条件に
より、銀行その
他の場合は債
権者と協定す
るものによる。
　ただし、財政
その他の都合
により据置期
間及び償還期
限を短縮し、
又は繰上償還
もしくは低利に
借換えするこ
とができる。

22,600 補正前と同じ 補正前と同じ 補正前と同じ

第３表　地方債補正

（単位：千円）

起債の目的
補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

- 5 -


